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事業種目 河川事業

（かした）

完成予定
年 度

　　三田市　香下（かした） 20

計画流量　１００～７０ｍ３／ｓ

実施内容　Ｌ＝１，８７０ｍ

掘削、築堤、橋梁４基、

揚水施設４基

（１）必要性 ・

・

・

・有効性 ・ 費用便益比Ｂ／Ｃ＝1.１
・

・代替性 ・ 引堤・河床掘削等による河積の拡大以外に現実的な代替案は無い。

・効率性 ・

・

（３）環境適合性 ・

（４）優先性 ・

     森田伸二   )

投資事業評価調書（新規）

内線

０．４億円

 

(主幹兼治水係長

総事業費 ２．８億円

記入責任者職氏名

当該地域は、平成１１年６月２９日の出水により大きな浸水被害が発生してお
り、再度の浸水被害を防止するため、緊急に整備する必要がある。

当該地域は平成８年８月、平成１１年６月に大規模な
浸水被害が発生しており、頻発する浸水被害を防止
し、地域住民が安全・安心に生活できる環境を確保す
る。

事　業　区　間

内用地補償費

堤防は、２割土羽堤で整備し、植生の回復を図る。また、現河川を低水路とし
て極力残し、魚類・底生動物等の生息に適した環境の保全を図る。

所 在 地

事　業　目　的 事　業　内　容

県単独事業(河川改良事業)

(二）武庫川水系　山田川

（担当者氏名）

事　業　名

15

着手予定
年 度

三田市　　香下

（２）有効性・効率性

平成8年、11年の出水に早急に対応するため、治水安全度3年確率で効率的な改
修を実施する。

当該事業により、家屋や農地、道路（市道）の浸水被害を防止することができ
る。

評 価 結 果 の 説 明

当該地域では、平成８年８月２８日の秋雨前線による大雨、平成１１年６月２
９日～３０日の梅雨前線による大雨により、山田川から溢水し田畑に大きな被
害が発生した。

現況流下能力は約２１ｍ３／ｓと計画流量の２０％程度ときわめて低いため、家
屋や農地等の浸水を防止し、地域住民が安全で安心して生活できる環境を緊急
に確保する必要がある。
また、平成１５年度より、実施されるほ場整備事業に併せて事業を実施する必
要がある。

他事業（圃場事業・市道改良事業）との事業関連を図ることにより、事業の促
進及び事業効果の増進を図ることができる。

改修による治水安全度の向上に対する期待が大きく、地域及び他事業関連機関
（圃場整備事業・市道改良事業）等の要望も強い。

評 価 視 点


